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この度は、優秀発表賞をいただき、誠にありがとうございました。本研究の遂行にあたり

ご指導いただきました二宮茂先生をはじめ、ご多忙の中ご協力いただいた王子動物園、天王

寺動物園、浜松市動物園関係者の皆様、ならびに日頃より有益なご助言と議論をしてくださ

った動物管理学研究室の諸先輩方と同期に、深くお礼申し上げます。 

本研究は、修士 1年次の 11月頃にようやく研究計画が形となり、翌年 1月下旬より調査

を順次開始するという、やや遅れたスタートをとりました。打ち合わせの際には、動物園の

方から「遅めの時期ですが、修士論文として提出するための研究でお間違いないでしょうか

…」と申し訳なさそうにご確認いただき、静かに大汗をかいたことを今でもよく覚えていま

す。そこからの研究生活も、決して順風満帆とは言えないものでしたが、地道な作業の積み

重ねの先に見えてくる結果や、未知の事柄を明らかにする面白さ、そして飼育管理技術の向

上にほんの少しでも貢献できているという実感を通して、研究の奥深さを垣間見ることが

できたのではないかと考えております。 

学生生活の集大成として臨んだ本学会では、多くの方からご質問やご助言、ご感想を頂戴

し、大変有意義な時間になったと感じております。今後も一般会員として学会に関わり続け

ていきたいと考えておりますので、引き続きご指導ご鞭撻のほど、何卒よろしくお願い申し

上げます。 

 


